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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　先端から基端に向かって細径部と前記細径部よりも大径の太径部とを有し、前記細径部

の先端には処置部が設けられ、前記太径部の基端部にはガイドワイヤを挿入するガイドワ

イヤ挿入ポートが形成され、前記ガイドワイヤ挿入ポートに連通し前記細径部の先端に開

口するガイドワイヤルーメンが内部に形成されたシースと、

　前記ガイドワイヤ挿入ポートから先端側に向かって前記シースの長手方向に延びて形成

されており、前記ガイドワイヤルーメンの内周面の一部を形成するとともに、周方向の先

端部が前記ガイドワイヤの外径よりも小さい隙間をあけて互いに離間して対向することに

よって前記ガイドワイヤが取り出し可能な第１のスリット部を形成する一対の第１のフラ

ップ部と、

　前記太径部の範囲において、前記第１のフラップ部の長手方向の先端部から、より先端

側に延ばされて形成されており、前記ガイドワイヤルーメンの内周面の一部を形成すると

ともに、周方向の先端部が前記第１のスリット部のスリット幅よりも狭い隙間をあけて互

いに離間して対向しており、前記第１のスリット部から取り出すよりも大きな力量によっ

て前記ガイドワイヤが取り出し可能な第２のスリット部を形成する一対の第２のフラップ

部と、

を備える、内視鏡処置具。

【請求項２】

　前記シースの長手方向の先端側には、予め曲がり癖が付けられたプリカーブ部が形成さ
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れ 、

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 は 、

　 前 記 プ リ カ ー ブ 部 に 位 置 す る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 プ リ カ ー ブ 部 は 、

　 前 記 処 置 部 を 含 み 第 １ の 曲 率 半 径 で 曲 が り 癖 が 付 け ら れ た 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 と 、

　 前 記 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 よ り も 長 手 方 向 の 基 端 側 に 位 置 し 、 前 記 第 １ の 曲 率 半 径 よ り も

大 き い 第 ２ の 曲 率 半 径 で 曲 が り 癖 が 付 け ら れ た 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 と 、

を 備 え 、

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 は 、

　 前 記 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 に 位 置 す る 、

請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 さ は 、

　 前 記 第 １ の ス リ ッ ト 部 お よ び 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 さ の 和 の １ ％ 以 上 ５ ％ 以 下 で あ

る 、

請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 １ の ス リ ッ ト 部 は 、

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 基 端 か ら 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト ま で 、 連 続 し て 延 ば さ れ

て い る 、

請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 に 対 向 し て 、 周 方 向 の 幅 が 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ

ト 部 の ス リ ッ ト 幅 よ り も 広 く 、 か つ 前 記 第 １ の ス リ ッ ト 部 の ス リ ッ ト 幅 を 超 え な い 幅 で あ

る 引 き 裂 き 防 止 部 が 形 成 さ れ て い る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 引 き 裂 き 防 止 部 は 、

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手

方 向 の 先 端 と 対 向 す る 壁 状 部 か ら な る 、

請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 引 き 裂 き 防 止 部 は 、

　 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 か ら 先 端 側 に 延 ば さ れ た 側 面 視 円 孔 状 の 壁 状 部

か ら な る 、

請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 処 置 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 例 え ば 、 総 胆 管 結 石 な ど に よ る 胆 管 狭 窄 の 治 療 法 と し て 、 内 視 鏡 処 置 具 を 経 由 し て 高 周

波 処 置 具 を 用 い て 、 内 視 鏡 乳 頭 切 除 術 （ Endoscopic sphincterotomy, EST） を 行 っ た 後 、

砕 石 （ 採 石 ） 用 バ ス ケ ッ ト な ど を 使 用 し て 結 石 を 除 去 す る こ と で 、 狭 窄 を 解 除 す る 手 技 が

行 わ れ て い る 。

　 こ の よ う に 内 視 鏡 を 経 由 し て 複 数 の 処 置 具 を 用 い る 治 療 で は 、 複 数 の 処 置 具 を 迅 速 に 交

換 す る こ と が 手 技 時 間 の 短 縮 に 繋 が る 。 手 技 時 間 の 短 縮 の 結 果 、 操 作 者 や 患 者 へ の 負 荷 が
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軽 減 さ れ る 。

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 処 置 具 の 迅 速 交 換 を 目 的 と し て 、 近 位 側 と 遠 位 側 と に そ れ ぞ

れ ガ イ ド ワ イ ヤ ポ ー ト が 設 け ら れ 、 こ れ ら の ガ イ ド ワ イ ヤ ポ ー ト の 間 に ガ イ ド ワ イ ヤ よ り

も わ ず か に 狭 い ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る カ テ ー テ ル が 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ １ ３ ５ ５ ３ ５ 号 明 細 書

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ て 、 処 置 が

行 わ れ た 後 、 こ の カ テ ー テ ル を 他 の 処 置 具 と 交 換 す る 際 、 次 の よ う な カ テ ー テ ル の 取 り 外

し 動 作 が 行 わ れ る 。

　 ま ず 、 操 作 者 は 、 近 位 側 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 近 位 側 の ガ イ ド ワ イ ヤ ポ ー ト か ら 遠 位 側 の ス

リ ッ ト に 進 め る 。 こ れ に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 ス リ ッ ト を 通 し て 、 内 視 鏡 装 置 の 処 置

具 挿 入 口 の 近 傍 位 置 ま で の 間 で カ テ ー テ ル シ ー ス の 側 方 に 取 り 出 さ れ る 。

　 こ の 後 、 操 作 者 は 、 内 視 鏡 装 置 の 処 置 具 挿 入 口 の 近 傍 で ガ イ ド ワ イ ヤ を 保 持 し て ガ イ ド

ワ イ ヤ の 位 置 を 固 定 す る 。 さ ら に 操 作 者 は 、 処 置 具 挿 入 口 の 近 傍 位 置 に て カ テ ー テ ル シ ー

ス を 後 退 さ せ な が ら 、 ス リ ッ ト を 通 し て カ テ ー テ ル シ ー ス を ガ イ ド ワ イ ヤ の 側 方 に 連 続 的

に 取 り 出 す 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 カ テ ー テ ル シ ー ス を ガ イ ド ワ イ ヤ か ら 分 離 し て い く

。

　 こ う し て 、 遠 位 側 の ガ イ ド ワ イ ヤ ポ ー ト が ガ イ ド ワ イ ヤ の 停 止 位 置 に 到 達 し た ら 、 操 作

者 は カ テ ー テ ル シ ー ス の 後 退 動 作 を 一 旦 停 止 す る 。

　 こ の 後 、 操 作 者 は 、 遠 位 部 分 の カ テ ー テ ル シ ー ス を ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 滑 ら せ 、 よ り

近 位 側 に 後 退 さ せ る こ と に よ っ て 、 カ テ ー テ ル シ ー ス に お け る 遠 位 側 の 処 置 具 を 処 置 具 挿

入 口 か ら 外 部 に 取 り 出 す 。 処 置 具 お よ び カ テ ー テ ル シ ー ス は 、 内 視 鏡 処 置 具 の 外 部 に 延 び

る ガ イ ド ワ イ ヤ の 近 位 端 部 ま で 移 動 さ れ て ガ イ ド ワ イ ヤ か ら 取 り 外 さ れ る 。

　 こ の 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 近 位 端 を 通 し て 、 次 の 処 置 に 必 要 な 処 置 具 が 内 視 鏡 処 置 具 の 処

置 具 チ ャ ン ネ ル に 導 入 さ れ る 。 こ の 処 置 具 は 、 患 者 の 体 内 に お け る ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠 位 端

ま で 送 り 込 ま れ て 、 処 置 対 象 部 位 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 に は 、 以 下 の よ う な 問 題 が あ る 。

　 こ の よ う な カ テ ー テ ル の 取 り 外 し 作 業 を 迅 速 に 行 う た め に は 、 カ テ ー テ ル シ ー ス を 後 退

さ せ つ つ ガ イ ド ワ イ ヤ か ら 分 離 す る 際 の 後 退 速 度 を 速 め る 必 要 が あ る 。 後 退 速 度 が 漸 次 加

速 さ れ る と 、 取 り 出 し の 終 了 間 際 に 近 づ く ほ ど 勢 い が つ い て く る 。 操 作 者 は 、 カ テ ー テ ル

の マ ー ク な ど に よ っ て 残 り の 後 退 量 を 推 測 す る こ と は で き る が 、 急 い で い る 場 合 に は 、 減

速 し た り 余 裕 を も っ て 停 止 し た り す る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 操 作 者 は 、 ス リ ッ ト の

遠 位 端 の 直 前 で 急 停 止 さ せ る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。

　 こ の 場 合 、 ガ イ ド ワ イ ヤ は 急 停 止 す る こ と な く 、 カ テ ー テ ル シ ー ス に 設 け ら れ た ス リ ッ

ト の 遠 位 端 に 衝 突 し 、 更 に ス リ ッ ト の 遠 位 端 を 超 え て シ ー ス を 裂 き 、 破 損 さ せ る 可 能 性 が

生 じ る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 カ テ ー テ ル シ ー ス の 遠 位 部 分 に 設 け ら れ た 診 断 ・ 治 療 に 用

い る 処 置 具 の 先 端 の 作 動 （ 処 置 ） 領 域 ま で 破 壊 さ れ る 、 と い っ た リ ス ク が 考 え ら れ る 。

　 さ ら に 、 破 壊 形 状 に よ っ て は 、 カ テ ー テ ル シ ー ス が ガ イ ド ワ イ ヤ に 強 く 噛 み 込 む な ど し

て 絡 み つ き 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 動 き を 阻 害 す る 恐 れ が あ る 。 シ ー ス か ら ガ イ ド ワ イ ヤ を 分 離

で き な い と 、 一 旦 シ ー ス ご と ガ イ ド ワ イ ヤ を 内 視 鏡 か ら 引 き 抜 く 必 要 が 出 て く る た め 、 処

置 具 の 迅 速 な 交 換 を 妨 げ る 要 因 と な り 得 る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 シ ー ス の ス リ ッ ト 部 を 通 し

て ガ イ ド ワ イ ヤ か ら シ ー ス を 取 り 外 す 際 に 、 シ ー ス の ス リ ッ ト 部 の 終 端 部 が 近 づ い た こ と
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を 、 操 作 者 が 容 易 に 感 知 で き る 内 視 鏡 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 の 内 視 鏡 処 置 具 は 、 先 端 か ら 基 端 に

向 か っ て 細 径 部 と 前 記 細 径 部 よ り も 大 径 の 太 径 部 と を 有 し 、 前 記 細 径 部 の 先 端 に は 処 置 部

が 設 け ら れ 、 前 記 太 径 部 の 基 端 部 に は ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 入 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト が

形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト に 連 通 し 前 記 細 径 部 の 先 端 に 開 口 す る ガ イ ド ワ イ

ヤ ル ー メ ン が 内 部 に 形 成 さ れ た シ ー ス と 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト か ら 先 端 側 に 向 か

っ て 前 記 シ ー ス の 長 手 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン の 内 周 面

の 一 部 を 形 成 す る と と も に 、 周 方 向 の 先 端 部 が 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ の 外 径 よ り も 小 さ い 隙 間

を あ け て 互 い に 離 間 し て 対 向 す る こ と に よ っ て 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ が 取 り 出 し 可 能 な 第 １ の

ス リ ッ ト 部 を 形 成 す る 一 対 の 第 １ の フ ラ ッ プ 部 と 、 前 記 太 径 部 の 範 囲 に お い て 、 前 記 第 １

の フ ラ ッ プ 部 の 長 手 方 向 の 先 端 部 か ら 、 よ り 先 端 側 に 延 ば さ れ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ガ

イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン の 内 周 面 の 一 部 を 形 成 す る と と も に 、 周 方 向 の 先 端 部 が 前 記 第 １ の ス

リ ッ ト 部 の ス リ ッ ト 幅 よ り も 狭 い 隙 間 を あ け て 互 い に 離 間 し て 対 向 し て お り 、 前 記 第 １ の

ス リ ッ ト 部 か ら 取 り 出 す よ り も 大 き な 力 量 に よ っ て 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ が 取 り 出 し 可 能 な 第

２ の ス リ ッ ト 部 を 形 成 す る 一 対 の 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 シ ー ス の 長 手 方 向 の 先 端 側 に は 、 予 め 曲 が り 癖 が 付

け ら れ た プ リ カ ー ブ 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 は 、 前 記 プ リ

カ ー ブ 部 に 位 置 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 プ リ カ ー ブ 部 は 、 前 記 処 置 部 を 含 み 第 １ の 曲 率 半 径

で 曲 が り 癖 が 付 け ら れ た 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 と 、 前 記 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 よ り も 長 手 方 向

の 基 端 側 に 位 置 し 、 前 記 第 １ の 曲 率 半 径 よ り も 大 き い 第 ２ の 曲 率 半 径 で 曲 が り 癖 が 付 け ら

れ た 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 と 、 を 備 え 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 は 、 前 記 第

２ の プ リ カ ー ブ 部 に 位 置 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 さ は 、 前 記 第 １ の ス リ ッ ト 部

お よ び 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 さ の 和 の １ ％ 以 上 ５ ％ 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 第 １ の ス リ ッ ト 部 は 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 基 端

か ら 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト ま で 、 連 続 し て 延 ば さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 に 対 向 し て 、 周

方 向 の 幅 が 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の ス リ ッ ト 幅 よ り も 広 く 、 か つ 前 記 第 １ の ス リ ッ ト 部

の ス リ ッ ト 幅 を 超 え な い 幅 で あ る 引 き 裂 き 防 止 部 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 引 き 裂 き 防 止 部 は 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方

向 と 直 交 す る 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の 先 端 と 対 向 す る 壁 状 部 か ら

な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 上 記 内 視 鏡 処 置 具 に お い て は 、 前 記 引 き 裂 き 防 止 部 は 、 前 記 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 長 手 方

向 の 先 端 か ら 先 端 側 に 延 ば さ れ た 側 面 視 円 孔 状 の 壁 状 部 か ら な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 内 視 鏡 処 置 具 に よ れ ば 、 シ ー ス の ス リ ッ ト 部 を 通 し て ガ イ ド ワ イ ヤ か ら シ ー ス

を 取 り 外 す 際 に 、 シ ー ス の ス リ ッ ト 部 の 終 端 部 が 近 づ い た こ と を 、 操 作 者 が 容 易 に 感 知 で

き る と い う 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 を 備 え た 切 開 シ ス テ ム の 全 体 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 遠 位 部 分 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ

る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る

。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス に お け る 第 １ の ス リ ッ ト 部 お よ び 第 ２

の ス リ ッ ト 部 の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ２ に お け る Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ５ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ５ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ５ に お け る Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 遠 位 部 分 の 断 面 構 成 を 示 す 模 式 的

な 斜 視 部 分 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 使 用 時 の 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 使 用 態 様 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 遠 位 端 が 撮 像 さ れ た 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ

る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 を 用 い た 処 置 の 一 過 程 に お け る 内 視 鏡 画 像 を

示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 使 用 時 の 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 に 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を 残 し て 内 視

鏡 処 置 具 を 内 視 鏡 装 置 か ら 抜 去 す る 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス か ら ガ イ ド ワ イ ヤ の 取 り 外 す 様 子 を

示 す 模 式 的 な 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス と ガ イ ド ワ イ ヤ と を 分 離 す る 一 過 程

を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を 示

す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を 示

す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ３ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を 示

す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ４ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を 示

す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ５ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を 示

す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 を 備 え た 切 開 シ ス テ ム の 全 体 図 で あ る 。 図 ２

は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本

発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 遠 位 部 分 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。 図 ４ は

、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。 図 ５

は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス に お け る 第 １ の ス リ ッ ト 部 お よ び 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 図 ２ に お け る Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ

る 。 図 ７ は 、 図 ５ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 図 ５ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ

る 。 図 ９ は 、 図 ５ に お け る Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処

置 具 の シ ー ス の 遠 位 部 分 の 断 面 構 成 を 示 す 模 式 的 な 斜 視 部 分 断 面 図 で あ る 。
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　 た だ し 、 各 図 面 は 模 式 図 の た め 、 各 部 材 の 形 状 や 寸 法 は 誇 張 さ れ て い る （ 他 の 図 面 も 同

様 ） 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ は 、 体 内 に お い て 生 体 組 織 の 切 開 を す

る た め に 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 使 用 さ れ る 医 療 器 具 で あ る 。 内 視 鏡 処 置 具 １ は 、 内 視

鏡 装 置 １ ０ ０ と 組 み 合 わ さ れ た 状 態 で 切 開 シ ス テ ム １ ０ ８ （ 内 視 鏡 処 置 シ ス テ ム ） を 構 成

す る 。

　 内 視 鏡 処 置 具 １ は 、 挿 入 部 ２ と 、 挿 入 部 ２ の 端 部 に 接 続 さ れ た 操 作 部 ４ ０ と を 有 す る 。

　 以 下 、 内 視 鏡 処 置 具 １ の 操 作 部 ４ ０ 側 を 近 位 側 と 称 し 、 挿 入 部 ２ が 設 け ら れ 、 体 内 に 挿

入 さ れ る 側 を 遠 位 側 と 称 す る 。 遠 位 側 （ 近 位 側 ） は 、 内 視 鏡 処 置 具 １ の 挿 入 方 向 の 先 端 側

（ 基 端 側 ） で も あ る た め 、 内 視 鏡 処 置 具 １ の 遠 位 側 （ 近 位 側 ） を 長 手 方 向 の 先 端 側 （ 基 端

側 ） 、 あ る い は 単 に 先 端 側 （ 基 端 側 ） と い う 場 合 も あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 挿 入 部 ２ は 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ に 挿 入 さ れ る 細 長 い 部 材 で あ

る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ２ は 、 シ ー ス ３ と 、 シ ー ス ３ に 挿 通 さ れ シ ー ス ３ の 遠 位 側

に 露 出 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ と を 有 す る 。

　 シ ー ス ３ は 、 可 撓 性 を 有 す る 細 長 い 部 材 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は シ ー ス ３ は 、 電 気 絶 縁

性 を 有 す る 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 シ ー ス ３ を 形 成 す る 樹 脂 材 料 の 例 と し て は 、 例 え

ば 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン ） 、 Ｐ Ｆ Ａ （ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － パ ー

フ ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 共 重 合 体 ） 、 Ｆ Ｅ Ｐ （ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － ヘ キ サ

フ ル オ ロ プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 ） 、 Ｅ Ｔ Ｆ Ｅ （ エ チ レ ン ・ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 共 重 合 体

） 、 Ｐ Ｃ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン ） な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 シ ー ス ３ は 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ を 含 む 長 手 方 向 の 先 端 側 に プ リ カ ー ブ 部 ４ を 有 す る

。 プ リ カ ー ブ 部 ４ は 、 予 め 所 定 の 形 状 に 湾 曲 さ れ た 曲 げ 癖 が 付 与 さ れ て い る 。 プ リ カ ー ブ

部 ４ は 、 外 力 に よ っ て 弾 性 変 形 さ れ た 場 合 、 予 め 付 与 さ れ た 湾 曲 形 状 に 復 元 す る 復 元 力 が

発 生 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 プ リ カ ー ブ 部 ４ は 、 同 一 平 面 内 （ 図 ２ の 紙 面 内 ） に て 同 方 向 に 湾 曲 さ

れ た 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ と 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ｂ と か ら な る 。

　 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ は 、 遠 位 端 ３ ａ か ら 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ で 略 半 円 状 に 湾 曲 さ れ

て い る 。 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 湾 曲 方 向 は 、 基 端 か ら 先 端 に 向 か う に つ れ て 図 示 時 計

回 り で あ る 。

　 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ｂ は 、 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 端 部 か ら 第 １ の 曲 率 半 径 よ り も

大 き い 第 ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ で 円 周 の 約 ３ 分 の １ 程 度 湾 曲 さ れ て い る 。 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部

４ Ｂ の 湾 曲 方 向 は 、 基 端 か ら 先 端 に 向 か う に つ れ て 図 示 時 計 回 り で あ る 。

　 プ リ カ ー ブ 部 ４ に お け る 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ お よ び 第 ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ の 大 き さ と 、 第

１ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ と 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ｂ と の 長 さ と は 、 内 視 鏡 処 置 具 １ に よ っ て

行 わ れ る 処 置 の 種 類 に よ っ て 適 宜 に 設 定 さ れ る 。 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ お よ び 第 ２ の 曲 率 半

径 Ｒ ２ は そ れ ぞ れ 一 定 値 で も よ い し 、 所 定 範 囲 内 で 変 化 し て い て も よ い 。 第 １ の 曲 率 半 径

Ｒ １ お よ び 第 ２ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ が 変 化 す る 場 合 、 第 １ の 曲 率 半 径 Ｒ １ の 最 大 値 は 、 第 ２ の

曲 率 半 径 の 最 小 値 以 上 で あ る 。

　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 後 述 す る よ う に 、 プ リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 は 、 処 置 対 象 と

な る 患 者 の 十 二 指 腸 乳 頭 内 に 挿 入 さ れ る 。

　 こ の 場 合 、 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 長 さ は 約 ６ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。 第 ２

の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ｂ の 長 さ は 、 約 １ １ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 プ リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 に は 、 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 湾 曲 の

内 側 面 ４ ０ １ に お い て 、 遠 位 端 ３ ａ に 近 い 順 に 、 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ お よ び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ が

そ れ ぞ れ 開 口 し て い る 。 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ お よ び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ に は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ が
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挿 通 さ れ て い る 。

　 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ お よ び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ の 間 に 露 出 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ は 、 遠 位 第 １

孔 ２ ３ お よ び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ の 間 に 弦 状 に 張 ら れ た 状 態 で 処 置 対 象 を 切 開 す る 切 開 部 ３ ４

（ 処 置 部 ） を 構 成 し て い る 。

　 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る 芯 線 が 適 宜 の 合 成 樹 脂 か ら な る 絶 縁 被 膜 ３ ２ （ 図

４ 参 照 ） に よ っ て 被 膜 さ れ て い る 。 た だ し 、 切 開 部 ３ ４ で は 、 絶 縁 被 膜 ３ ２ が 被 膜 さ れ て

お ら ず 、 芯 線 が 露 出 し て い る 。

　 こ の た め 、 図 示 略 の コ ネ ク タ を 介 し て ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ の 芯 線 が 高 周 波 電 源 と 接 続 さ れ

て 芯 線 に 高 周 波 電 流 が 通 電 さ れ る と 、 切 開 部 ３ ４ は 生 体 組 織 を 切 開 す る こ と が 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ３ は 、 遠 位 端 ３ ａ か ら 細 径 部 ３ Ａ お よ び 太 径 部 ３ Ｂ が こ の 順

に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ４ に は プ リ カ ー ブ 部 ４ が 真 直 に 引 き 伸 ば さ れ た 状 態 が 図 示 さ

れ て い る 。

　 以 下 で は 、 シ ー ス ３ に 関 す る 方 向 を 参 照 す る 場 合 に 、 径 方 向 、 周 方 向 と 言 う 場 合 が あ る

。 径 方 向 と は 、 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 延 び る 中 心 軸 線 と 直 交 す る 平 面 に お い て 、 中 心 軸 線

と 交 差 す る 直 線 に 沿 う 方 向 で あ る 。 周 方 向 と は 、 シ ー ス ３ の 中 心 軸 線 と 直 交 す る 平 面 内 で

、 中 心 軸 線 を 周 回 す る 方 向 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 細 径 部 ３ Ａ の 長 さ は 、 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 長 さ よ り も わ ず か に 長 い 。 例 え ば 、 第

１ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 長 さ が ６ ０ ｍ ｍ の 場 合 、 ６ ４ ｍ ｍ 以 上 で も よ い 。

　 太 径 部 ３ Ｂ は 、 細 径 部 ３ Ａ の 基 端 か ら 近 位 端 ３ ｂ ま で 連 続 し て い る 。 一 例 と し て 、 細 径

部 ３ Ａ の 外 径 は 、 １ ． ６ ５ ｍ ｍ で あ り 、 太 径 部 ３ Ｂ の 外 径 は 、 ２ ． ４ ｍ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 シ ー ス ３ の 太 径 部 ３ Ｂ に は 、 近 位 側 （ 図 ４ の 右 側 ） か ら 遠 位 側 （ 図 ４ の 左 側 ） に 向 か っ

て 、 入 口 部 ８ （ ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト ） 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ 、 お よ び 第 ２ の ス リ

ッ ト 部 １ ０ Ｂ が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 。

　 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に お け る 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 先 端 に は 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０

Ｃ が 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 入 口 部 ８ は 、 内 視 鏡 処 置 具 １ を 患 者 の 体 腔 の 案 内 す る 図 示 略 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 通 す る

ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト に 用 い る 開 口 部 で あ る 。 入 口 部 ８ は 、 シ ー ス ３ の 外 側 か ら シ ー ス

３ の 内 部 に 連 通 す る 。

　 入 口 部 ８ の 開 口 形 状 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 通 可 能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば

、 入 口 部 ８ の 開 口 形 状 は 、 円 形 、 楕 円 形 、 長 穴 、 矩 形 な ど で も よ い 。 入 口 部 ８ の 開 口 形 状

は 、 シ ー ス ３ の 周 方 向 の 幅 よ り も シ ー ス ３ の 長 手 方 向 の 幅 が 広 く て も よ い 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 入 口 部 ８ の 開 口 形 状 は 、 一 例 と し て 、 シ ー ス ３ の

長 手 方 向 に 長 い 矩 形 状 で あ る 。 入 口 部 ８ の 短 手 方 向 の 幅 Ｗ ０ は 、 図 示 略 の ガ イ ド ワ イ ヤ の

外 径 Ｄ ０ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 入 口 部 ８ に お け る シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 互 い に 対 向 す る 開 口 端 ８ ａ と 、 シ ー ス ３ の 周 方

向 に 互 い に 対 向 す る 開 口 端 ８ ｂ は 、 図 ６ に 開 口 端 ８ ｂ の 例 を 示 す よ う に 、 内 部 側 か ら 外 周

面 ３ ｃ へ 向 か っ て 入 口 部 ８ の 開 口 面 積 が 漸 次 大 き く な る よ う に 広 が る テ ー パ ー 形 状 を 有 し

て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 入 口 部 ８ は 、 入 口 部 ８ の 先 端 側 の 端 部 か ら 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ に 向 か っ て シ ー ス ３

の 内 部 で 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ ル ー メ ン ７ （ ガ イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン ） に 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ は 、 シ ー ス ３ の 表 面 か ら 第 １ ル ー メ ン ７ に

向 か っ て 貫 通 し 、 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 延 ば さ れ て い る 。 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の ス リ
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ッ ト 幅 は 、 図 示 略 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 外 径 Ｄ ０ よ り も 小 さ い 幅 Ｗ １ で あ る 。

　 こ こ で 、 図 ６ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 、 シ ー ス ３ の 内 部 構 造 に つ い て 説 明 す る 。

　 シ ー ス ３ の 内 部 に は 、 第 １ ル ー メ ン ７ と 、 第 ２ ル ー メ ン １ ５ と 、 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ と が

形 成 さ れ て い る 。 第 １ ル ー メ ン ７ と 、 第 ２ ル ー メ ン １ ５ と 、 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ と は 、 シ ー

ス ３ の 長 手 方 向 に 互 い に 平 行 に 延 び て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ ル ー メ ン ７ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 進 退 可 能 な 内 径 を 有 す る 通

路 部 分 で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ ル ー メ ン ７ は 、 内 部 に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 保 持 さ れ る ガ イ

ド ワ イ ヤ ル ー メ ン で あ る 。 第 １ ル ー メ ン ７ は 、 シ ー ス ３ の 断 面 の 直 径 で 分 割 さ れ た 半 円 領

域 の 一 方 （ 図 示 左 側 ） に 位 置 す る 。 特 に 図 示 し な い が 、 第 １ ル ー メ ン ７ は 、 細 径 部 ３ Ａ の

内 部 お よ び 遠 位 端 ３ ａ を 貫 通 し て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 ２ ル ー メ ン １ ５ お よ び 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ は 、 シ ー ス ３ の 断 面 の 直 径 で 分 割 さ れ た 半 円

領 域 の 他 方 （ 図 示 左 側 ） に お い て 、 互 い に 並 列 し て い る 。

　 第 ２ ル ー メ ン １ ５ は 、 シ ー ス ３ の 近 位 端 ３ ｂ （ 図 ２ 参 照 ） か ら シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ （

図 ２ 参 照 ） ま で 貫 通 し て い る 。 第 ２ ル ー メ ン １ ５ は 、 例 え ば 造 影 剤 等 の 液 体 を 送 液 す る た

め の 、 送 液 ル ー メ ン と し て 使 用 さ れ て も よ い 。

　 第 ２ ル ー メ ン １ ５ は 、 体 内 の 液 体 を 除 去 す る た め の 排 液 ル ー メ ン と し て も 利 用 さ れ て も

よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ が 挿 通 さ れ た ル ー メ ン で あ る 。 第 ３ ル ー メ ン ２

０ の 内 径 は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ の 外 径 に 対 し て 、 適 宜 の ク リ ア ラ ン ス を 有 す る 大 き さ で あ

る 。 こ の た め 、 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ を 進 退 可 能 に 挿 通 し て い る 。

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 上 述 し た プ リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 に お け る 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ お よ

び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ は 、 細 径 部 ３ Ａ に 延 び て い る 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ に 貫 通 し て い る 。

　 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ か ら 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ の 外 部 に 延 出 さ れ 、 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ か ら 第 ３ ル ー

メ ン ２ ０ の 内 部 に 挿 入 さ れ た 切 開 部 ３ ４ は 、 そ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 遠 位 固 定 部 材 ３ ７ に

よ っ て 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ 内 に 固 定 さ れ て い る 。

　 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ は 、 細 径 部 ３ Ａ の 外 部 に 露 出 さ れ た 切 開 部 ３ ４ を 除 く ナ イ フ ワ イ ヤ ３

０ の 外 周 を 全 周 に わ た っ て 覆 っ て い る 。 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ の 内 部 に 挿 通 さ れ た ナ イ フ ワ イ

ヤ ３ ０ は 、 シ ー ス ３ に よ っ て 外 部 に 対 し て 電 気 的 に 絶 縁 状 態 で 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ ル ー メ ン ７ に お い て 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ は 、 太 径 部 ３ Ｂ

に 形 成 さ れ た 一 対 の 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。

　 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ は 、 第 １ ル ー メ ン ７ の 中 心 軸 線 に 関 す る 周 方 向 に お い て 互 い に

対 向 す る フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 対 か ら な る 。 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ に お け る そ

れ ぞ れ の 周 方 向 の 先 端 に は 、 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 延 び る 周 方 向 先 端 面 １ １ ｃ 、 １ １ ｄ が

形 成 さ れ て い る 。

　 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ は 、 周 方 向 先 端 面 １ １ ｃ 、 １ １ ｄ の 間 の 隙 間 と し て 形 成 さ れ て

い る 。

　 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ （ １ １ ｂ ） は 、 太 径 部 ３ Ｂ の 外 周 面 ３ ｃ と 第 １ ル ー メ ン ７ の 内 周 面 ７

ａ と に 挟 ま れ 、 周 方 向 先 端 面 １ １ ｃ （ １ １ ｄ ） に 向 か っ て 板 厚 が 漸 減 す る 湾 曲 し た 板 状 部

で あ る 。 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ （ １ １ ｂ ） は 、 太 径 部 ３ Ｂ の 外 周 面 ３ ｃ と 第 １ ル ー メ ン ７ の 内

周 面 ７ ａ と 間 の シ ー ス ３ の 樹 脂 部 分 で 構 成 さ れ て い る た め 、 弾 性 変 形 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ は 、 外 力 が 作 用 し な い 自 然 状 態 で は 、 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ 、 １ １

ｂ の 間 の 隙 間 が 幅 Ｗ １ （ た だ し 、 Ｗ １ ≦ Ｄ ０ ） で あ る 。 こ の た め 、 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １

Ａ は 、 第 １ ル ー メ ン ７ の 内 部 に 挿 通 さ れ る ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ ル ー メ ン ７ の 内 部 に 保

持 す る こ と が 可 能 で あ る 。

　 さ ら に 、 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ は 、 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 周 方 向 の 先 端 部 に 外
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力 が 作 用 す る と 、 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 間 の 隙 間 が 拡 大 す る 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 で

あ る 。 こ の た め 、 第 １ ル ー メ ン ７ の 内 部 に 挿 通 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ お よ び シ ー ス ３ の

い ず れ か 一 方 に 操 作 者 が 外 力 を 加 え る こ と で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ａ に 対 し て 相 対 的 に 挿 通 移 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の 際 、 操 作 者 に は 、 第 １ の フ ラ

ッ プ 部 １ １ Ａ の 弾 性 復 元 力 お よ び 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ の 摩 擦 係 数 に 応 じ て 決 ま る 摩 擦

抵 抗 が 伝 達 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 先 端 部 か ら

太 径 部 ３ Ｂ の 先 端 側 （ 図 示 左 側 ） に 向 か っ て 延 ば さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 中 心 軸 線 は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 中 心 軸 線 と 同 軸 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ ル ー メ ン ７ に お い て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ は 、 太 径 部 ３ Ｂ

に 形 成 さ れ た 一 対 の 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。

　 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ は 、 第 １ ル ー メ ン ７ の 中 心 軸 線 に 関 す る 周 方 向 に お い て 互 い に

対 向 す る フ ラ ッ プ 部 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ の 対 か ら な る 。 フ ラ ッ プ 部 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ に お け る そ

れ ぞ れ の 周 方 向 の 先 端 に は 、 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 延 び る 周 方 向 先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ が

形 成 さ れ て い る 。

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ は 、 周 方 向 先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 と し て 形 成 さ れ て

い る 。

　 フ ラ ッ プ 部 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ は 、 周 方 向 先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 （ ス リ ッ ト 幅 ）

Ｗ ２ が 、 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ に お け る 周 方 向 先 端 面 １ １ ｃ 、 １ １ ｄ の 間 の 隙 間 Ｗ １ よ

り も 狭 い 点 を 除 い て 、 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ と 同 様 の 構 成 を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ は 、 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ と 同 様 、 自 然 状 態 に お い て 、 第 １

ル ー メ ン ７ の 内 部 に 挿 通 さ れ る ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ ル ー メ ン ７ の 内 部 に 保 持 す る こ と

が 可 能 で あ る 。

　 さ ら に 、 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ は 、 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ と 同 様 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８

０ お よ び シ ー ス ３ の い ず れ か 一 方 に 操 作 者 が 外 力 を 加 え る こ と で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第

２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 対 し て 相 対 的 に 挿 通 移 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。

　 た だ し 、 こ の 相 対 的 な 挿 通 移 動 を 行 う 場 合 に 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に お い て 操 作 者

が 加 え る 必 要 が あ る 外 力 の 力 量 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ に 対 し て

相 対 的 に 挿 通 移 動 さ せ る 場 合 の 力 量 よ り も 大 き い 。 し た が っ て 、 操 作 者 に 伝 達 さ れ る 摩 擦

抵 抗 も ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ に 対 し て 相 対 的 に 挿 通 移 動 さ せ る 場 合

よ り も 大 き い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 遠 位 端 部 に は 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ が

形 成 さ れ て い る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 長 手 方 向 の 先 端

に 対 向 し て 形 成 さ れ た 周 方 向 の 幅 が Ｗ ３ （ た だ し 、 Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ ＜ Ｗ １ ） の 壁 状 部 か ら な る

。 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 太 径 部 ３ Ｂ の 外 周 面 ３ ｃ か ら 第 １ ル ー メ

ン ７ に 向 か っ て 貫 通 さ れ た 幅 Ｗ ３ の 切 り 込 み に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 ２ の

フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ の 長 手 方 向 の 先 端 部 は 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ の 領 域 を 除 い て 、 よ り 先

端 側 に 延 び る 太 径 部 ３ Ｂ と 一 体 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 挿 入 部 ２ に お け る 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ お よ び 第 ２ の ス リ ッ

ト 部 １ ０ Ｂ は 、 太 径 部 ３ Ｂ に お い て 、 基 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 、 ス リ ッ ト 幅 が Ｗ １ か

ら Ｗ ２ に 段 階 的 に 縮 小 す る ス リ ッ ト 部 を 構 成 し て い る 。

　 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ は 、 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に お け る 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 先 端

に 対 向 す る こ と で 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 先 端 側 を 塞 い で い る 。

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 長 さ は 、 入 口 部 ８ の 先 端 部 か ら シ ー ス ３
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の 長 手 方 向 に 測 っ て Ｌ １ で あ る 。

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 長 さ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 先 端 部 か ら シ ー ス ３ の 長

手 方 向 に 測 っ て Ｌ ２ （ た だ し 、 Ｌ ２ ＜ Ｌ １ ） で あ る 。

　 Ｌ ２ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 長 さ と 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 長 さ と の 和 （ Ｌ １

＋ Ｌ ２ ） に 対 し て 、 １ ％ 以 上 ５ ％ 以 下 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 Ｌ ２ は 、 ３ ０ ｍ ｍ 以 上 ５

０ ｍ ｍ 以 下 で あ っ て も よ い 。

　 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ の 位 置 は 、 遠 位 端 ３ ａ か ら シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 測 っ て 長 さ Ｌ ３

の 位 置 で あ る 。 長 さ Ｌ ３ は 、 細 径 部 ３ Ａ お よ び 第 １ の プ リ カ ー ブ 部 ４ Ａ の 長 さ よ り も 長 く

、 か つ プ リ カ ー ブ 部 ４ の 長 さ よ り も 短 い 長 さ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ と 先 端 側 の 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ と を 含 む

領 域 に は 、 シ ー ス ３ の 外 周 面 ３ ｃ 上 に 、 マ ー ク Ｍ が 形 成 さ れ て い る 。

　 マ ー ク Ｍ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ お よ び 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ を 通 し て 、 図 示 略

の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 挿 通 移 動 す る 際 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の

終 端 部 に 近 づ い た こ と を 視 認 で き る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 マ ー ク Ｍ の 形 成 範

囲 は 、 シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に お い て 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 形 成 領 域 と 重 な る 範 囲 で あ

れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 本 実 施 形 態 で は 、 一 例 と し て 、 マ ー ク Ｍ の 基 端 側 の 端 部 が 引 き

裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ か ら 長 さ Ｌ ４ に 位 置 し て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ４ ０ は 、 挿 入 部 ２ の 近 位 端 ２ ｂ （ シ ー ス ３ の 近 位 端 ３ ｂ ） に

配 さ れ て い る 。 操 作 部 ４ ０ は 、 操 作 者 に よ っ て 把 持 さ れ る 。 操 作 者 は 、 操 作 部 ４ ０ を 介 し

て 内 視 鏡 処 置 具 １ を 動 作 さ せ る た め の 各 種 の 操 作 を 行 う 。

　 操 作 部 ４ ０ は 、 シ ー ス ３ の 基 端 部 を 連 結 す る 本 体 部 ４ １ と 、 本 体 部 ４ １ の 基 端 側 に 連 結

さ れ た ハ ン ド ル 部 ４ ２ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 体 部 ４ １ は 、 先 端 側 に 、 シ ー ス ３ の 基 端 部 を 装 着 す る 連 結 部 ４ １ ａ と 、 本 体 部 ４ １ を

内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 保 持 さ せ る た め の フ ッ ク ４ １ ｂ と を 備 え る 。

　 連 結 部 ４ １ ａ は 、 連 結 さ れ た シ ー ス ３ の 入 口 部 ８ に 図 示 略 の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 挿 入 す

る た め の 第 １ ポ ー ト ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。

　 第 １ ポ ー ト ５ ２ は 、 入 口 部 ８ と 略 同 形 の 開 口 部 ５ ２ ａ と 、 開 口 部 ５ ２ ａ の 先 端 に 貫 通 す

る 切 欠 き 部 ５ ２ ｂ と を 備 え る 。

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ５ ２ ａ は 、 入 口 部 ８ の 開 口 端 ８ ｂ と 同 様 、 内 側 か ら 外 側 に 向

か っ て 拡 径 す る テ ー パ ー 形 状 に 形 成 さ れ て も よ い 。

　 切 欠 き 部 ５ ２ ｂ は 、 図 示 略 の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 外 径 Ｄ ０ よ り も 大 き い 切 欠 き 幅 を 有 す

る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 体 部 ４ １ の 内 部 に は 、 シ ー ス ３ の 第 ３ ル ー メ ン ２ ０ （ 図 示 略 ） か ら 基 端 側 に 延 出 さ れ

た ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ を 挿 通 す る ナ イ フ ワ イ ヤ 通 路 ６ ６ と 、 シ ー ス ３ の 第 ２ ル ー メ ン １ ５ （

図 示 略 ） に 連 通 す る 送 液 管 路 ５ ３ ａ と が 、 そ れ ぞ れ 基 端 側 に 延 ば さ れ て い る 。

　 ナ イ フ ワ イ ヤ 通 路 ６ ６ が 延 ば さ れ た 本 体 部 ４ １ の 端 部 に は 、 ハ ン ド ル 部 ４ ２ が 配 置 さ れ

て い る 。

　 送 液 管 路 ５ ３ ａ の 基 端 部 に は 、 送 液 管 路 ５ ３ ａ に 液 体 を 出 し 入 れ す る た め の 開 口 部 で あ

る 第 ２ ポ ー ト ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ハ ン ド ル 部 ４ ２ は 、 軸 部 ４ ２ ａ と 、 軸 部 ４ ２ ａ に 沿 っ て ス ラ イ ド 移 動 可 能 な ス ラ イ ダ ４

２ ｂ と を 備 え る 。 軸 部 ４ ２ ａ お よ び ス ラ イ ダ ４ ２ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 操 作 者 が 指 を か け る た

め の リ ン グ 状 の 指 掛 け 部 ４ ２ ｃ 、 ４ ２ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。

　 ス ラ イ ダ ４ ２ ｂ は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ 通 路 ６ ６ に 挿 通 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ の 端 部 の 芯 線

を 電 気 的 に 接 続 す る コ ネ ク タ ７ ３ を 備 え る 。 コ ネ ク タ ７ ３ は 、 図 示 略 の 高 周 波 電 源 に 接 続

可 能 で あ る 。
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　 コ ネ ク タ ７ ３ に 接 続 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ は 、 ス ラ イ ダ ４ ２ ｂ の ス ラ イ ド 移 動 に 伴 っ

て 軸 部 ４ ２ ａ に 沿 っ て 牽 引 さ れ る 。 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ が 牽 引 さ れ る と 、 シ ー ス ３ の 先 端 部

が 弓 形 に し な り 、 切 開 部 ３ ４ が 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ お よ び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ の 間 に 張 ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 使 用 時 の 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図

１ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 使 用 態 様 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 本

発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 遠 位 端 が 撮 像 さ れ た 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ ４ は

、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 を 用 い た 処 置 の 一 過 程 に お け る 内 視 鏡 画 像 を 示 す 模 式

図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の 使 用 時 の 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で

あ る 。 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 に 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を 残 し

て 内 視 鏡 処 置 具 を 内 視 鏡 装 置 か ら 抜 去 す る 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ ７ は 、 本 発 明

の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス か ら ガ イ ド ワ イ ヤ の 取 り 外 す 様 子 を 示 す 模 式 的 な 斜 視

図 で あ る 。 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス と ガ イ ド ワ イ ヤ と を 分 離

す る 一 過 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 的 乳 頭 括 約 筋 切 開 術 （ Endoscopic sphincterotomy, EST） 、 内

視 鏡 的 逆 行 性 胆 管 膵 管 造 影 （ Endoscopic retrograde cholangiopancreatography, ERCP）

、 お よ び 結 石 除 去 が 一 連 の 手 技 と し て こ の 順 に 行 わ れ る 場 合 に お い て 、 内 視 鏡 処 置 具 １ が

内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 利 用 さ れ る 例 で 説 明 す る 。

　 内 視 鏡 処 置 具 １ の 特 徴 的 な 作 用 は 、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 う た め に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 処 置 具 １ を 結

石 除 去 に 先 立 っ て 抜 去 す る 際 に 発 揮 さ れ る 。 そ こ で 、 周 知 の Ｅ Ｓ Ｔ お よ び Ｅ Ｒ Ｃ Ｐ の 説 明

は 簡 略 化 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 内 視 鏡 処 置 具 １ と と も に 用 い る 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 図 １ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 十 二

指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ を 観 察 す る の に 適 し た 側 視 型 の 内 視 鏡 装 置 で あ る 。

　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 側 視 型 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 筒 状 部 材 １ ０ １ と 、 把 持 部 １ ０ ２

（ 図 １ 参 照 ） と 、 鉗 子 栓 １ ０ ３ （ 図 １ 参 照 ） と 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ と 、 起 上 台 １ ０

５ と 、 撮 像 部 １ ０ ６ と を 備 え る 。

　 筒 状 部 材 １ ０ １ は 体 内 に 挿 入 さ れ る 部 分 で あ る 。 把 持 部 １ ０ ２ は 、 筒 状 部 材 １ ０ １ の 近

位 端 に 配 さ れ て い る 。 鉗 子 栓 １ ０ ３ は 、 把 持 部 １ ０ ２ の 一 部 に 配 さ れ て い る 。 処 置 具 チ ャ

ン ネ ル １ ０ ４ は 、 鉗 子 栓 １ ０ ３ と 連 通 さ れ 筒 状 部 材 １ ０ １ の 内 部 に 配 さ れ て い る 。 起 上 台

１ ０ ５ は 、 処 置 具 が 突 出 さ れ る 開 口 部 内 を 移 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 起 上 台 １ ０ ５ は 、

処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 遠 位 端 １ ０ ４ ａ に お い て 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ か ら 突 出 さ れ

る 処 置 具 等 の 向 き を 筒 状 部 材 １ ０ １ の 中 心 軸 線 Ｏ に 対 し て 直 交 す る 方 向 へ と 変 え る 。 撮 像

部 １ ０ ６ は 、 筒 状 部 材 １ ０ １ の 中 心 軸 線 Ｏ に 対 し て 直 交 す る 方 向 へ 撮 像 視 野 が 向 け ら れ て

い る 。 撮 像 部 １ ０ ６ は 、 処 置 具 が 突 出 さ れ る 開 口 部 に 隣 接 し て 設 け ら れ て い る 。

　 さ ら に 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 湾 曲 機 構 １ ０ ７ を 有 し て い る 。 湾 曲 機

構 １ ０ ７ は 、 筒 状 部 材 １ ０ １ の 遠 位 部 分 を 湾 曲 動 作 さ せ る た め の 湾 曲 操 作 部 １ ０ ７ ａ お よ

び 湾 曲 変 形 部 １ ０ ７ ｂ を 有 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 内 視 鏡 処 置 具 １ は 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 操 作 者 と 内 視 鏡 処 置 具 １ の 操 作 者 と が そ れ ぞ れ

別 で あ る 態 様 と 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 把 持 部 １ ０ ２ に 対 し て フ ッ ク ４ １ ｂ を 連 結 し て 、 一

人 の 操 作 者 が 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 操 作 者 が 内 視 鏡 処 置 具 １ を 操 作 す る 態 様 と 、 の 両 方 の 態

様 で 好 適 に 使 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま ず 、 図 １ に 示 す 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 把 持 部 １ ０ ２ に 対 し て フ ッ ク ４ １ ｂ を 連 結 し て 内

視 鏡 処 置 具 １ を 利 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。

　 内 視 鏡 処 置 具 １ が 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 取 り 付 け ら れ て い な い 状 態 で 、 操 作 者 は 、 図 １ １

に 示 す よ う に 公 知 の 手 技 に よ り 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 処 置 対 象 部 位 で あ る 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ
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ま で 案 内 し 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 用 い て 処 置 対 象 部 位 を 観 察 す る 。

　 処 置 対 象 部 位 の 観 察 後 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 近 位 端 か ら 適 宜

の 処 置 具 取 付 補 助 具 な ど を 介 し て 、 内 視 鏡 処 置 具 １ の シ ー ス ３ が 挿 入 さ れ る 。 処 置 具 取 付

補 助 具 と し て は 、 鉗 子 栓 １ ０ ３ か ら の 液 体 の 漏 れ を 抑 制 す る 栓 体 と 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １

０ ４ か ら 逆 流 す る 液 体 を 排 出 す る 排 出 管 と を 備 え る 部 材 が 用 い ら れ て も よ い 。

　 内 視 鏡 処 置 具 １ の 操 作 部 ４ ０ は 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 対 し て フ ッ ク ４ １ ｂ に よ り 連 結 さ れ

て い る 。 そ の た め 、 内 視 鏡 処 置 具 １ の 操 作 者 は 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 、 例 え ば 左 手 、 シ ー

ス ３ を 、 例 え ば 右 手 に 持 っ て 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 鉗 子 栓 １ ０ ３ に 対 し て シ ー ス ３ を 出 し

入 れ す る 操 作 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 操 作 者 に よ る シ ー ス ３ の 操 作 に よ り 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ は 、

処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 遠 位 端 １ ０ ４ ａ （ 開 口 部 ） か ら 突 出 す る 。 こ の 様 子 は 、 内 視 鏡

装 置 １ ０ ０ の 撮 像 部 １ ０ ６ に よ り 撮 像 さ れ る 。

　 側 視 型 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 利 用 し た 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ に 対 す る Ｅ Ｓ Ｔ の 手 技 に お い て

は 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ が 撮 像 し た 画 像 を 、 画 像 の 上 部 中 央 を １ ２ 時 と す る 時 計 の 文 字 盤 と

見 立 て た 場 合 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ が 撮 像 し た 画 像 に お け る １ １ 時 と １ ２ 時 と の 間 に 十 二 指

腸 乳 頭 Ｐ Ｖ の 切 開 対 象 部 位 が 映 る よ う に 撮 像 部 の 向 き を 合 わ せ る 。 こ の 状 態 で 、 十 二 指 腸

乳 頭 Ｐ Ｖ の 開 口 部 か ら 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ を 拡 張 す る よ う に 切 開 す る こ と で 、 十 二 指 腸 乳 頭

Ｐ Ｖ に お い て 結 石 等 を 通 過 さ せ る た め の 通 路 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま ず 、 操 作 者 は 、 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 に 造 影 剤 を 導 入 す る こ と に よ り 、 胆 管 お よ び 膵 管

の 走 行 、 並 び に 結 石 の 有 無 を 調 べ る 。 す な わ ち 、 Ｅ Ｒ Ｃ Ｐ の 手 技 の た め に 、 シ ー ス ３ の 遠

位 端 ３ ａ に お け る プ リ カ ー ブ 部 ４ を 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 遠 位 端

１ ０ ４ ａ か ら 突 出 さ せ る 。 プ リ カ ー ブ 部 ４ に は あ ら か じ め 湾 曲 形 状 が つ け ら れ て い る の で

、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ 内 に お い て 、 湾 曲 機 構 １ ０ ７ あ る い は 起 上 台 １ ０ ５ に お け る 湾

曲 形 状 に プ リ カ ー ブ 部 ４ が 倣 う ま で 、 シ ー ス ３ の 中 心 軸 を 回 転 中 心 と し て プ リ カ ー ブ 部 ４

が 回 転 す る 。

　 プ リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 が 起 上 台 １ ０ ５ を 通 過 す る 過 程 で 、 プ リ カ ー ブ 部 ４ は 、 プ リ

カ ー ブ 部 ４ の 湾 曲 方 向 と 起 上 台 １ ０ ５ の 湾 曲 方 向 と が 一 致 す る ま で 回 転 す る 。

　 続 い て 、 プ リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 が 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 撮 像 部 １ ０ ６ の 撮 像 視 野 に 進

入 す る 。 操 作 者 は 、 操 作 部 ４ ０ に お い て シ ー ス ３ の 近 位 端 ３ ｂ を シ ー ス ３ の 長 手 方 向 に 進

退 さ せ て プ リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 の 位 置 を 調 整 す る 。

　 こ の と き 、 シ ー ス ３ の 近 位 端 ３ ｂ を シ ー ス ３ の 中 心 軸 を 回 転 中 心 と し て 積 極 的 に 回 転 さ

せ な く て も 、 プ リ カ ー ブ 部 ４ が 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 湾 曲 機 構 １ ０ ７ や 起 上 台 １ ０ ５ の 湾 曲

状 態 に 応 じ て 受 動 的 に 回 転 す る 。 こ の た め 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ は 内 視 鏡 画 像 に お け る

１ ２ 時 方 向 に 湾 曲 し た 位 置 と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ に シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ を 容 易 に 挿 入 す る た め 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ４

０ の 第 １ ポ ー ト ５ ２ か ら ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ ル ー メ ン ７ 内 に 挿 通 し 、 第 １ ル ー メ ン ７

の 遠 位 端 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 遠 位 端 ８ ０ ａ を 突 出 さ せ る 。 こ の 場 合 、 操 作 者 は 、 ま ず

、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 遠 位 端 ８ ０ ａ を 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ に ま ず 挿 入 す る 。 続 い て 、 操 作 者

は 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ を ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ に 沿 っ て 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ に 挿 入 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 画 像 に お け る プ リ カ ー ブ 部 ４ の 湾 曲 方 向 が １ ２ 時 に 設 定 さ

れ て い る と き に 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ の 切 開 部 ３ ４ は 、 １ ２ 時 方 向 よ り も １ １ 時 方 向 寄 り の

方 向 へ 向 か っ て 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ お よ び 遠 位 第 ２ 孔 ２ ４ か ら 突 出 し て い る 。

　 操 作 者 は 、 切 開 部 ３ ４ が 内 視 鏡 画 像 上 の １ １ 時 と １ ２ 時 と の 間 の 方 向 に 向 か っ て い る こ

と を 確 認 し な が ら シ ー ス ３ を 鉗 子 栓 １ ０ ３ か ら 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ へ と 挿 入 す る 。 こ

れ に よ り 、 シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 は 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 起 上 台 １ ０ ５ か ら 押 し 出 さ れ 、 シ ー

ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ は 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ の 開 口 に 達 し て 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 に 挿 入 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】

　 シ ー ス ３ が 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 に 導 入 さ れ た ら 、 操 作 者 は 、 第 ２ ポ ー ト ５ ３ か ら 造 影 剤

を 供 給 す る 。 造 影 剤 は 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ に お け る 第 ２ ル ー メ ン １ ５ の 開 口 か ら 吐 出

さ れ 、 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ を 通 じ て 胆 管 お よ び 膵 管 に 導 入 さ れ る 。 造 影 剤 の 導 入 に よ り 、 操

作 者 は 、 胆 管 お よ び 膵 管 の 走 行 、 並 び に 、 結 石 の 有 無 、 そ の 位 置 、 お よ び 大 き さ 等 が 容 易

に 把 握 で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 造 影 剤 の 導 入 後 、 結 石 の 除 去 が 必 要 で あ る 場 合 に は 、 Ｅ Ｓ Ｔ が 行 わ れ る 。

　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ３ が 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 に 導 入 さ れ た あ と 、 操 作 者 は 、 プ

リ カ ー ブ 部 ４ の 遠 位 部 分 を 所 定 長 さ だ け 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 に 配 す る 。 こ の 状 態 で 、 操 作

者 は 、 操 作 部 ４ ０ に お け る ス ラ イ ダ ４ ２ ｂ を 近 位 側 に 後 退 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ナ イ フ ワ

イ ヤ ３ ０ が 近 位 側 に 牽 引 さ れ 、 シ ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ 近 傍 の 部 分 は 、 遠 位 第 １ 孔 ２ ３ と 遠

位 第 ２ 孔 ２ ４ と の 間 で 湾 曲 変 形 さ れ る 。 ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ の 切 開 部 ３ ４ は 、 シ ー ス ３ に 対

し て 弓 状 に 張 ら れ る 。

　 プ リ カ ー ブ 部 ４ の 湾 曲 方 向 を １ ２ 時 方 向 と 設 定 し た と き に 、 切 開 部 ３ ４ は 、 １ ２ 時 方 向

よ り も １ １ 時 方 向 寄 り に ず れ た 位 置 に お い て 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ の 開 口 部 の 内 面 に 接 す る 。

　 切 開 部 ３ ４ が シ ー ス ３ に 対 し て 弓 状 に 張 ら れ る 過 程 で 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ４ ０ の コ ネ ク

タ ７ ３ を 通 じ て 高 周 波 電 源 装 置 か ら 高 周 波 電 流 を ナ イ フ ワ イ ヤ ３ ０ に 供 給 す る 。

　 こ れ に よ り 、 切 開 部 ３ ４ が 接 触 し て い る 組 織 が 高 周 波 電 流 に よ り 切 開 さ れ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ に お け る 主 要 な 血 管 を 避 け た 位 置 が 内 視 鏡 画 像 上 の

１ １ 時 方 向 寄 り に 映 る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ の １ １ 時 方 向 の 位 置 で 切 開 部 ３ ４ に よ り

十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ が 切 開 さ れ る た め 、 切 開 に よ る 出 血 量 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ の 切 開 が 終 了 し た 後 、 操 作 者 は 、 必 要 に 応 じ て 、 造 影 剤 が 入 っ た シ リ

ン ジ を 第 ２ ポ ー ト ５ ３ に 接 続 し 、 第 ２ ポ ー ト ５ ３ か ら 第 ２ ル ー メ ン １ ５ を 通 じ て 造 影 剤 を

十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 へ 吐 出 す る 。 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ 内 に 吐 出 さ れ た 造 影 剤 に よ り 、 除 去 対

象 と な る 結 石 ま で の 経 路 が Ｘ 線 画 像 上 で 把 握 で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 操 作 者 は 、 胆 管 や 膵 管 の 走 行 が Ｘ 線 画 像 に よ り 把 握 で き た 後 、 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ か ら 導

入 し た ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 胆 管 や 膵 管 に 挿 入 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 胆 管 の 走 行 に 沿 っ て

胆 管 内 へ と ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 導 入 す る 場 合 を 例 示 す る 。

　 な お 、 胆 管 あ る い は 膵 管 に よ り 容 易 に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 挿 入 す る た め 、 シ ー ス ３ の 遠

位 端 ３ ａ を 十 二 指 腸 乳 頭 Ｐ Ｖ へ 挿 入 す る た め に 用 い ら れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 ア ン グ ル

タ イ プ の ガ イ ド ワ イ ヤ に 交 換 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 例 え ば 、 胆 管 内 か ら 除 去 す べ き 結 石 Ｓ を 超

え て 、 あ る 程 度 奥 へ 進 ん だ 位 置 に 、 遠 位 端 ８ ０ ａ が 位 置 す る ま で 挿 入 さ れ る 。

　 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 所 定 の 位 置 に 達 し た 後 、 体 内 に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 残 さ れ た 状 態 で

内 視 鏡 処 置 具 １ が 抜 去 さ れ る 。 こ れ は 、 結 石 Ｓ を 除 去 す る た め の 公 知 の 内 視 鏡 用 結 石 除 去

具 （ バ ス ケ ッ ト 鉗 子 や バ ル ー ン 等 ） を 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 処 置 具 １ に 代 え て 胆 管 内 に

導 入 す る た め に 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 操 作 者 が 内 視 鏡 処 置 具 １ を 抜 去 す る 際 に は 、 ま ず 、 操 作 部 ４ ０ の

本 体 部 ４ １ の 第 １ ポ ー ト ５ ２ か ら 、 切 欠 き 部 ５ ２ ｂ を 通 じ て ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 取 り 外 す

。 こ の と き 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 図 示 略 の 遠 位 端 ８ ０ ａ の 位 置 は 変 化 さ せ ず 、

本 体 部 ４ １ を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 １ ポ ー ト ５ ２ に 対 し て 相 対 移

動 さ せ る 。 第 １ ポ ー ト ５ ２ の 切 欠 き 部 ５ ２ ｂ を ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 通 過 す る 過 程 で 、 シ ー

ス ３ の 図 示 略 の 第 １ ル ー メ ン ７ 内 の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ を 通 じ

て シ ー ス ３ の 外 部 に 徐 々 に 取 り 出 さ れ る 。

　 こ の と き 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 シ ー ス ３ に 対 し て は 、 入 口 部 ８
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か ら 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 間 に 挿 通 さ れ て 第 １ ル ー メ ン ７ か ら シ ー ス ３ の 外 部 に 取

り 出 さ れ る 。

　 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ １ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 外 径 Ｄ ０ よ り も 狭 い

た め 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ を ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 挿 通 す る 際 に は 、 フ ラ ッ プ 部 １ １ ａ

、 １ １ ｂ が 弾 性 変 形 す る 。 操 作 者 は 、 こ の 弾 性 変 形 を 発 生 さ せ る 仕 事 と 、 フ ラ ッ プ 部 １ １

ａ 、 １ １ ｂ と の 接 触 部 で 発 生 す る 摩 擦 抵 抗 に 抗 す る 仕 事 と に 対 応 す る 第 １ の 力 量 に よ っ て

こ の 作 業 を 行 う 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ の 作 業 を 続 け る と 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ３ か ら の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 分 岐 位

置 が 、 鉗 子 栓 １ ０ ３ に 取 り 付 け ら れ た 処 置 具 取 付 補 助 具 ９ ０ の 近 傍 に 達 す る 。

　 こ の 後 、 操 作 者 は 、 処 置 具 取 付 補 助 具 ９ ０ の 近 傍 で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 位 置 が 動 か な

い よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 支 え つ つ 、 シ ー ス ３ を 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 近 位 側 へ と

移 動 さ せ る 。 操 作 者 が シ ー ス ３ を 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 近 位 側 へ と 移 動 さ せ る 過 程 に

お い て 、 シ ー ス ３ が ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら 漸 次 外 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 操 作 者 が 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 長 さ Ｌ １ だ け 、 シ ー ス ３ を 移 動 す る と 、 ガ イ ド ワ イ

ヤ ８ ０ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 挿 通 さ れ た 状 態 に な る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ ２ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ａ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ １ よ り も 狭 い 。 こ の た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ

か ら 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 移 動 す る 際 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 受 け る 抵 抗 が ス テ ッ プ 状

に 増 大 す る 。 操 作 者 は 、 同 一 の 速 さ で シ ー ス ３ を 移 動 し 続 け る に は 、 第 １ の 力 量 よ り も 大

き な 第 ２ の 力 量 で 、 作 業 を 続 け る 必 要 が あ る 。

　 こ の た め 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 到 達 し た こ と を 、

抵 抗 力 量 の 大 き さ に よ っ て 感 知 す る こ と が で き る 。

　 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 達 す る と 、 操 作 者 は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部

１ ０ Ｂ の 長 さ が Ｌ ２ で あ る こ と を 知 っ て い れ ば 、 操 作 者 は 、 さ ら に Ｌ ２ だ け シ ー ス ３ を 移

動 す る と 、 そ れ 以 上 移 動 で き な く な る こ と が 分 か る 。

　 加 え て 、 同 一 の 速 さ で シ ー ス ３ の 移 動 を 続 け る に は 、 よ り 大 き な 力 量 が 必 要 に な る た め

、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ が ブ レ ー キ の よ う に 作 用 し て 、 自 然 に シ ー ス ３ の 移 動 速 さ が 低

下 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 た だ し 、 シ ー ス ３ の 遠 位 側 は 、 鉗 子 栓 １ ０ ３ ま た は 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ の 内 部 に 隠

れ て い る た め 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 遠 位 端 が ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 分 岐 位 置 に 現 れ る

タ イ ミ ン グ を 、 操 作 者 が 正 確 に 知 る こ と は 難 し い 。

　 そ こ で 、 操 作 者 は 、 シ ー ス ３ を 移 動 す る 抵 抗 が 増 え た ら 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度 を 落 と す

か 、 移 動 を 停 止 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の

遠 位 端 側 の 所 定 の 範 囲 に マ ー ク Ｍ が 形 成 さ れ て い る た め 、 操 作 者 は 、 マ ー ク Ｍ を 視 認 す る

こ と に よ っ て も 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 終 端 部 が 近 づ い た こ と を 知 る こ と が で き る 。

　 こ の よ う に し て 、 操 作 者 は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 近 位 端 な い し は 途 中 で 、 シ ー ス

３ の 移 動 を 停 止 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 こ の 後 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が そ の 近 位 端 方 向 へ 移 動 し な い よ う に ガ イ ド ワ イ

ヤ ８ ０ を 支 え な が ら 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ に 沿 っ て シ ー ス ３ を ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 近 位 側 に

移 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 体 内 で の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 位 置 を 変 化 さ せ ず に シ

ー ス ３ の 遠 位 端 ３ ａ を 鉗 子 栓 １ ０ ３ お よ び 処 置 具 取 付 補 助 具 ９ ０ の 外 側 に 引 き 出 す 。

　 こ の 後 、 操 作 者 は 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 外 部 に 延 出 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ に 沿 っ て 、

シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 を ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 近 位 端 に 移 動 さ せ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら シ ー

ス ３ を 取 り 外 す 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら シ ー ス ３ が 取 り 外 さ れ た ら 、 操 作 者 は 、 図 示 略 の 内 視 鏡 用 結 石 除
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去 具 を ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ に 取 り 付 け て 、 こ の 内 視 鏡 用 結 石 除 去 具 を 除 去 対 象 の 結 石 ま で 内

視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル １ ０ ４ を 通 じ て 案 内 す る 。

　 以 上 で 、 内 視 鏡 処 置 具 １ と 内 視 鏡 用 結 石 除 去 具 と の 交 換 作 業 が 終 了 す る 。

　 こ の 後 、 操 作 者 は 、 内 視 鏡 用 結 石 除 去 具 を 用 い て 、 周 知 の 結 石 除 去 の 手 技 を 行 う 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 以 上 、 操 作 者 が 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ お よ び 内 視 鏡 処 置 具 １ の 両 方 を 操 作 す る 場 合 の 例 で 説

明 し た 。 こ こ で 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 操 作 す る 操 作 者 と 、 内 視 鏡 処 置 具 １ を 操 作 す る 操 作

者 と が 互 い に 異 な る 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 こ の 例 で は 、 内 視 鏡 処 置 具 １ を 操 作 す る 操 作 者 は 、 内 視 鏡 処 置 具 １ の 操 作 部 ４ ０ を 片 手

に 持 ち 、 反 対 の 手 で 、 第 １ ポ ー ト ５ ２ へ の ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 挿 入 お よ び ガ イ ド ワ イ ヤ ８

０ の 位 置 調 整 を す る こ と が で き る 。 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 操 作 者 と 内 視 鏡 処 置 具 １ の 操 作 者

と は 、 互 い の 操 作 を 協 調 さ せ る こ と で 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と 内 視 鏡 処 置 具 １ と を 一 人 の 操

作 者 が 操 作 す る 上 記 の 例 と 同 様 の 処 置 を 進 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ に よ れ ば 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ

ヤ ８ ０ と と も に 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 処 置 具 １ の シ ー ス ３ を 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０

の 鉗 子 栓 １ ０ ３ の 近 傍 で 遠 位 部 分 の み を 残 し て ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら 取 り 外 す こ と が で き

る 。 そ の 後 、 操 作 者 は 、 シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 を 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 通 し て ガ イ ド ワ イ ヤ

８ ０ の 近 位 端 か ら 取 り 外 し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 通 し て 他 の 処 置 具 を 患 者 の 体 内 に 案 内 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 こ の よ う な 交 換 作 業 に お い て 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら シ ー ス ３ を 取 り 外 す 際

に 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ か ら 受 け る 抵 抗 と 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ か ら 受 け る 抵 抗

と の 力 量 の 相 違 に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら の 分 岐 が 行 わ れ て い る シ ー ス ３ の 長 手 方

向 の 領 域 を 容 易 に 識 別 す る こ と が で き る 。

　 こ の た め 、 操 作 者 が 抵 抗 の 増 大 を 感 知 し た 時 点 で 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度 を 低 下 、 な い し

シ ー ス ３ を 停 止 さ せ る こ と に よ っ て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 範 囲 で 、 確 実 に シ ー ス ３

の 移 動 を 停 止 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ

よ り も 遠 位 側 に 突 き 抜 け る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 万 一 、 操 作 者 が 十 分 に シ ー ス ３ の 移 動 速 度 を 低 下 す る こ と が で き な い 場 合 、 は ず み つ い

た シ ー ス ３ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 遠 位 端 を 突 き 抜 け よ う と す る お そ れ も あ る 。 し か

し 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 遠 位 端 に 対 向 し て 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０

Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 万 一 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 衝 突

し て も 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ は ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 相 対 移 動 方 向 に 直 交 す る 平 面 で あ る

た め 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 衝 突 し て も 、 応 力 集 中 な ど に よ っ て 衝

突 部 位 か ら 亀 裂 が 走 る こ と も な い 。 こ の 結 果 、 衝 突 部 位 か ら シ ー ス ３ が 破 損 す る こ と を 防

止 で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 こ の よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ に よ れ ば 、 シ ー ス ３ の ス リ ッ ト 部 を 通 し て ガ イ ド ワ イ ヤ ８

０ か ら シ ー ス ３ を 取 り 外 す 際 に 、 シ ー ス ３ の ス リ ッ ト 部 の 終 端 部 が 近 づ い た こ と を 、 操 作

者 が 容 易 に 感 知 で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

［ 第 １ 変 形 例 ］

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ９ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を

示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ａ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ に

代 え て 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と で 、 切 開 シ ス テ ム １ ０ ８ を 構 成 す る こ と が
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で き る 。

　 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ａ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 引 き 裂 き

防 止 部 １ ０ Ｃ に 代 え て 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ を 備 え る 。 以 下 、 上 記 実 施 形 態 と 異 な る 点

を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 遠 位 端 に お い て 、 シ ー ス ３ の 外

周 面 ３ ｃ か ら 第 １ ル ー メ ン ７ に 貫 通 す る 孔 部 で 構 成 さ れ る 。

　 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ の 孔 形 状 は 、 少 な く と も 遠 位 側 が 滑 ら か な 凸 湾 曲 面 で 形 成 さ れ

て い れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ の 孔 形 状 は 、 円 形 、 楕 円 形

、 卵 形 、 洋 梨 形 な ど で も よ い 。

　 図 １ ９ に 示 す 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ は 、 一 例 と し て 、 径 方 向 か ら 見 る と 、 第 ２ の ス リ

ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 長 手 方 向 の 先 端 か ら 先 端 側 に 延 ば さ れ た 円 孔 状 で あ る 。 こ の た め 、 引 き 裂

き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 先 端 か ら 円 状 に 張 り 出 す 壁 状 部 に な っ て

い る 。

　 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ の 直 径 Ｄ ３ は 、 Ｗ ２ ＜ Ｄ ３ ≦ Ｗ １ を 満 足 す る 。

　 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ の 孔 中 心 は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ の 中 心 軸 線 上 に 位 置 す る

。 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ に お け る 最 も 遠 位 端 の 壁 面 部 の 位 置 は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、

図 示 略 の 遠 位 端 ３ ａ か ら 測 っ て 、 長 さ Ｌ ３ で あ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ａ に よ れ ば 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ と 同 様 に 、 内 視

鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と に よ っ て 、 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ た 後 、 結 石 除 去 な ど の

た め に 、 他 の 処 置 具 と 迅 速 に 交 換 す る こ と が で き る 。

　 そ の 際 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ａ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ と 同 様 の 第 １ の ス リ ッ ト

部 １ ０ Ａ 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ を 備 え る た め 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 シ ー ス ３ の ス

リ ッ ト 部 を 通 し て ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら シ ー ス ３ を 取 り 外 す 際 に 、 シ ー ス ３ の ス リ ッ ト 部

の 終 端 部 が 近 づ い た こ と を 、 操 作 者 が 容 易 に 感 知 で き る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 さ ら に 、 本 変 形 例 で は 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に 代 え て 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ を 備

え る 。 こ の た め 、 シ ー ス ３ の 取 り 外 し 作 業 に お い て 、 万 一 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ よ り も 遠 位 側 に 移 動 す る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ｂ の 長 手 方 向 に 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ か ら 抜 け た 後 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ の 内 部 に

移 動 す る 。 そ の 際 、 Ｗ ２ ＜ Ｄ ３ ≦ Ｗ １ で あ る た め 、 操 作 者 は 、 シ ー ス ３ が 受 け る 抵 抗 が 、

わ ず か に 軽 く な る こ と を 感 知 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 第 ２ の ス リ ッ ト

部 １ ０ Ｂ の 先 端 を 通 過 し た こ と を 識 別 で き る た め 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度 を 緩 め る 動 作 に 移

り や す い 。

　 こ の と き 、 操 作 者 が 直 ち に シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 で き な か っ た と し て も 、 引 き 裂 き 防 止

部 １ １ ０ Ｃ は 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ ２ よ り も 曲 率 が 大 き い 湾 曲 面 か ら な る 壁 状 部 で あ る た め 、 ガ

イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 衝 突 し て も 、 応 力 集 中 が 起 こ り に く く 、 シ ー ス ３ の 破 損 が 発 生 し に く い

。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 さ ら に 、 本 変 形 例 で は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ で シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 し た 後 、 ガ イ

ド ワ イ ヤ ８ ０ を 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ ま で 相 対 移 動 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 ガ イ ド ワ イ

ヤ ８ ０ に 沿 っ て シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 を 移 動 す る と き に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 第 ２ の ス リ ッ

ト 部 １ ０ Ｂ に 挿 通 し て い る 場 合 よ り も 移 動 時 の 負 荷 が 低 負 荷 に な る 。 こ の た め 、 操 作 者 は

、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ に 沿 っ て シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 を 移 動 す る 作 業 を よ り 迅 速 に 行 う こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

［ 第 ２ 変 形 例 ］

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を
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示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ に

代 え て 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と で 、 切 開 シ ス テ ム １ ０ ８ を 構 成 す る こ と が

で き る 。

　 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 代 え て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ を 備 え る 。 以 下 、 上 記 実 施 形 態 と 異

な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ が 一 定 の ス リ ッ ト 幅 Ｗ ２ を 有 す

る の に 対 し て 、 ス リ ッ ト 幅 ｗ が 近 位 側 か ら 遠 位 側 に 向 か っ て 、 Ｗ １ か ら ０ に 変 化 す る 。 す

な わ ち 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ の

周 方 向 先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 本 変 形 例 で は

、 周 方 向 先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 が 近 位 側 か ら 遠 位 側 に 向 か っ て 、 Ｗ １ か ら ０ に

変 化 し て い る 点 が 異 な る 。

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 遠 位 端 か ら 引 き 裂 き 防 止 部 １

０ Ｃ に 向 か っ て ス リ ッ ト 幅 が 、 径 方 向 外 側 か ら 見 て Ｖ 字 状 に 減 少 す る ス リ ッ ト 部 に な っ て

い る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｂ に よ れ ば 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ と 同 様 に 、 内 視

鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と に よ っ て 、 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ た 後 、 結 石 除 去 な ど の

た め に 、 他 の 処 置 具 と 迅 速 に 交 換 す る こ と が で き る 。

　 そ の 際 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ｂ に 代 え て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ を 備 え る た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ

ト 部 ２ １ ０ Ｂ を 相 対 移 動 す る 際 に 、 近 位 側 か ら 遠 位 側 に 向 か う に つ れ て 、 抵 抗 力 量 が 第 １

の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ で 受 け る 第 １ の 力 量 か ら 漸 次 連 続 的 に 増 大 し 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １

０ Ｂ の 最 先 端 で 最 大 に な る 変 化 を 示 す 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 こ の た め 、 操 作 者 は 、 シ ー ス ３ の ス リ ッ ト 部 を 通 し て ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ か ら シ ー ス ３ を

取 り 外 す 際 に 、 漸 次 抵 抗 が 大 き く な る こ と で 、 シ ー ス ３ の ス リ ッ ト 部 の 終 端 部 が 近 づ い た

こ と を 容 易 に 感 知 で き る 。 さ ら に 、 抵 抗 が 漸 次 大 き く な る こ と に 応 じ て 、 操 作 者 は 、 シ ー

ス ３ の 移 動 速 度 を 、 よ り 自 然 に 減 速 し や す く な っ て い る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 万 一 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ の 間 で 、 操 作 者 が シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 し な か っ た 場

合 で も 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ２ １ ０ Ｂ の 先 端 に は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 引 き 裂 き 防 止 部 １

０ Ｃ が 対 向 し て い る 。 こ の た め 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に ガ イ ド ワ

イ ヤ ８ ０ が 衝 突 し て も 、 応 力 集 中 な ど に よ っ て 衝 突 部 位 か ら 亀 裂 が 走 る こ と も な い た め 、

衝 突 部 位 か ら シ ー ス ３ が 破 損 す る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

［ 第 ３ 変 形 例 ］

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ３ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ３ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を

示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｃ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ に

代 え て 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と で 、 切 開 シ ス テ ム １ ０ ８ を 構 成 す る こ と が

で き る 。

　 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｃ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ に 代 え て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ を 備 え る 。 以 下 、 上 記 実 施 形 態 と 異

な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 遠 位 端 か ら 引 き 裂 き 防 止 部 １

０ Ｃ に 向 か っ て 、 第 １ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ｃ 、 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ 、 お よ び 第 ２ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ

を こ の 順 に 備 え る 。

　 第 １ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ｃ は 、 そ の 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で の ス リ ッ ト 幅 ｗ ｃ が 、 漸 次 Ｗ １ か

ら Ｗ ４ （ た だ し 、 Ｗ ４ ＜ Ｗ １ ） ま で 変 化 す る ス リ ッ ト 部 分 で あ る 。

　 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ は 、 ス リ ッ ト 幅 ｗ ｂ が 、 一 定 値 Ｗ ４ の ス リ ッ ト 部 分 で あ る 。

　 第 ２ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ は 、 そ の 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で の ス リ ッ ト 幅 ｗ ａ が 、 Ｗ ４ よ り も

狭 い Ｗ ５ か ら 漸 次 ０ ま で 変 化 す る ス リ ッ ト 部 分 で あ る 。

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ の 周 方 向

先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 が 、 上 述 の ス リ ッ ト 幅 を 形 成 す る よ う に 変 化 し て 形 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｃ に よ れ ば 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ と 同 様 に 、 内 視

鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と に よ っ て 、 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ た 後 、 結 石 除 去 な ど の

た め に 、 他 の 処 置 具 と 迅 速 に 交 換 す る こ と が で き る 。

　 そ の 際 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｃ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ｂ に 代 え て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ を 備 え る た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ

ト 部 ３ １ ０ Ｂ を 相 対 移 動 す る 際 に 、 近 位 側 か ら 遠 位 側 に 向 か う に つ れ て 、 抵 抗 力 量 が 連 続

的 ま た は 段 階 的 に 非 減 少 に 変 化 す る 。

　 例 え ば 、 第 １ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ｃ で は 、 抵 抗 力 量 が 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ で 受 け る 第

１ の 力 量 か ら 漸 次 連 続 的 に 増 大 す る 。

　 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 、 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ に 相 対 移 動 す る と 、 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ で 受 け る 抵 抗

力 量 は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ で 受 け る 第 １ の 力 量 よ り わ ず か に 大 き な 一 定 の 第 ２ の 力

量 に な る 。

　 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 、 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ か ら 第 ２ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ に 相 対 移 動 す る と 、 抵

抗 力 量 は 階 段 状 に 増 大 す る 。 さ ら に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 、 第 ２ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ 内 を 遠

位 側 に 移 動 す る に つ れ て 、 抵 抗 力 量 は 漸 次 連 続 的 に 増 大 す る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 こ の た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 １ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ｃ を 通 過 し て 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ に 相 対

移 動 す る 際 に は 、 イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 第 １ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ｃ を 通 過 す る こ と で 、 円 滑 に 定

幅 部 ３ １ ０ ｂ に 入 る た め 、 操 作 者 は 、 衝 撃 を 感 じ る こ と な く 抵 抗 力 量 が 増 大 し た こ と を 感

知 で き る 。 シ ー ス ３ は 、 第 １ 段 階 の 制 動 を 受 け る 。

　 例 え ば 、 操 作 者 が 衝 撃 を 感 知 す る と 、 操 作 者 に よ っ て は 反 射 的 に 、 シ ー ス ３ を 移 動 す る

力 を 急 峻 に 増 加 さ せ て 対 処 す る 可 能 性 が あ る が 、 本 変 形 例 に よ れ ば 、 こ の よ う な 反 射 的 な

動 作 が 発 生 し に く い 。

　 抵 抗 力 量 の 増 大 を 感 知 し た 操 作 者 は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ の 終 端 部 に 近 づ い た こ

と が 分 か る た め 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度 を 減 速 し た り 、 シ ー ス ３ を 停 止 し た り す る こ と が 容

易 と な る 。

　 万 一 、 操 作 者 が 、 減 速 動 作 や 停 止 動 作 を 行 わ な か っ た 場 合 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 、 第 ２

の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ に 相 対 移 動 す る 。 こ の と き 、 定 幅 部 ３ １ ０ ｂ か ら 第 ２ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ

に 移 動 す る 際 に は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ か ら 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ に 相 対 移 動 す

る 場 合 に 比 べ て 、 操 作 者 は 、 よ り 強 い 衝 撃 を 感 知 す る 。 そ の 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２

の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ に 相 対 移 動 す る こ と に よ っ て 、 漸 次 抵 抗 が 大 き く な り 、 シ ー ス ３ は 、 第

２ 段 階 の よ り 強 い 制 動 を 受 け る 。

　 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 シ ー ス ３ の ス リ ッ ト 部 の 終 端 部 が 近 づ い た こ と を 確 実 に 感 知 で

き る 。 さ ら に 、 抵 抗 力 量 が 漸 次 大 き く な る こ と に 応 じ て 、 操 作 者 は 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度

を 、 減 速 し や す く な っ て い る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 万 一 、 第 ２ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ａ の 間 で 、 操 作 者 が シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 し な か っ た 場 合 で
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も 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ３ １ ０ Ｂ の 先 端 に は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ

が 対 向 し て い る 。 こ の た め 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に ガ イ ド ワ イ ヤ

８ ０ が 衝 突 し て も 、 応 力 集 中 な ど に よ っ て 衝 突 部 位 か ら 亀 裂 が 走 る こ と も な い た め 、 衝 突

部 位 か ら シ ー ス ３ が 破 損 す る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

［ 第 ４ 変 形 例 ］

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ４ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ４ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を

示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｄ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ に

代 え て 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と で 、 切 開 シ ス テ ム １ ０ ８ を 構 成 す る こ と が

で き る 。

　 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｄ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に 代 え て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ 、 引 き 裂 き

防 止 部 ４ １ ０ Ｃ を 備 え る 。 以 下 、 上 記 実 施 形 態 と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 遠 位 端 か ら 引 き 裂 き 防 止 部 １

０ Ｃ に 向 か っ て 、 縮 幅 部 ４ １ ０ ｂ 、 お よ び 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ を こ の 順 に 備 え る 。

　 縮 幅 部 ４ １ ０ ｂ は 、 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で の ス リ ッ ト 幅 ｗ ｄ が 、 漸 次 Ｗ １ か ら Ｗ ６ （ た

だ し 、 Ｗ ６ ＜ Ｗ １ ） ま で 変 化 す る ス リ ッ ト 部 分 で あ る 。

　 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ は 、 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で の ス リ ッ ト 幅 ｗ ｅ が 、 Ｗ ６ か ら Ｗ ７ （ た だ し

、 Ｗ ６ ＜ Ｗ ７ ＜ Ｗ １ ） ま で 漸 次 変 化 す る ス リ ッ ト 部 分 で あ る 。

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ の 周 方 向

先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 が 、 上 述 の ス リ ッ ト 幅 を 形 成 す る よ う に 変 化 し て 形 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ の 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ の 遠 位 端 部 に

形 成 さ れ て い る 。 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ は 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ の 各 遠 位 端 の 間 に お い て 、

径 方 向 に 貫 通 し 、 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 壁 状 部 か ら な る 。 こ の た め 、 引 き 裂 き

防 止 部 ４ １ ０ Ｃ は 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ の 遠 位 端 部 を 閉 じ て 、 図 示 略 の 第 １ ル ー メ ン ７ に 貫 通

す る 径 方 向 外 側 か ら 見 て 台 形 状 の 孔 部 の 端 部 を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｄ に よ れ ば 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ と 同 様 に 、 内 視

鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と に よ っ て 、 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ た 後 、 結 石 除 去 な ど の

た め に 、 他 の 処 置 具 と 迅 速 に 交 換 す る こ と が で き る 。

　 そ の 際 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｄ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ｂ に 代 え て 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ を 備 え る た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ

ト 部 ４ １ ０ Ｂ を 相 対 移 動 す る 際 に 、 近 位 側 か ら 遠 位 側 に 向 か う に つ れ て 、 縮 幅 部 ４ １ ０ ｂ

で は 、 上 記 第 ３ 変 形 例 の 第 １ の 縮 幅 部 ３ １ ０ ｃ と 同 様 に 、 抵 抗 力 量 が 、 第 １ の ス リ ッ ト 部

１ ０ Ａ で 受 け る 第 １ の 力 量 か ら 漸 次 連 続 的 に 増 大 す る 。 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ で は 、 抵 抗 力 量 が

連 続 的 に 減 少 す る 。

　 こ の た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 縮 幅 部 ４ １ ０ ｂ か ら 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ に 相 対 移 動 す る と 、

拡 幅 部 ４ １ ０ ａ で 受 け る 抵 抗 力 量 が 漸 次 減 少 す る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ

８ ０ が 縮 幅 部 ４ １ ０ ｂ を 通 過 し て 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ に 相 対 移 動 し た こ と を 感 知 で き る 。 抵 抗

力 量 の 減 少 を 感 知 し た 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ に 進 入 し

、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ０ Ｂ の 終 端 部 に 近 づ い た こ と が 分 か る た め 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度

を 減 速 し た り 、 シ ー ス ３ を 停 止 し た り す る こ と が 容 易 と な る 。

　 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ の ス リ ッ ト 幅 ｗ ｅ は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ １ よ り は

狭 い 。 こ の た め 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ に は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ に 比 べ れ ば 、 ガ イ ド ワ イ
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ヤ ８ ０ の 相 対 移 動 を 制 動 す る 作 用 が あ る 。 た だ し 、 操 作 者 に よ っ て は 抵 抗 力 量 が 減 少 す る

こ と で 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ の 範 囲 で シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 で き な い 場 合 も 考 え ら れ る 。

　 万 一 、 操 作 者 が 、 減 速 動 作 や 停 止 動 作 を 行 わ な か っ た 場 合 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ は 引 き 裂

き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ に 衝 突 す る 。 し か し 、 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 衝

突 し て も 、 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ は 、 長 手 方 向 に 直 交 す る 平 面 か ら な る 壁 状 部 で あ る 。

こ の た め 、 応 力 集 中 な ど に よ っ て 衝 突 部 位 か ら 亀 裂 が 走 る こ と も な く 、 衝 突 部 位 か ら シ ー

ス ３ が 破 損 す る こ と を 防 止 で き る 。

　 さ ら に 、 本 変 形 例 で は 、 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ は 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ の 先 端 の 間 を 閉 じ

る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ と 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ の 間 に

は 周 方 向 に お け る 切 り 込 み が 形 成 さ れ て い な い 点 で も 、 シ ー ス ３ に 破 損 が 生 じ に く い 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 さ ら に 、 本 変 形 例 で は 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ で シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 し た 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ

８ ０ を 引 き 裂 き 防 止 部 ４ １ ０ Ｃ に 向 か っ て 相 対 移 動 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 ガ イ ド ワ イ ヤ

８ ０ に 沿 っ て シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 を 移 動 す る と き に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ

の 近 位 寄 り に 挿 通 し て い る 場 合 よ り も 移 動 時 の 負 荷 が 低 負 荷 に な る 。 こ の た め 、 操 作 者 は

、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ に 沿 っ て シ ー ス ３ の 遠 位 部 分 を 移 動 す る 作 業 を よ り 迅 速 に 行 う こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

［ 第 ５ 変 形 例 ］

　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ５ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ２ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ５ 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 の シ ー ス の 主 要 部 の 構 成 例 を

示 す 模 式 的 な 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｅ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ に

代 え て 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と で 、 切 開 シ ス テ ム １ ０ ８ を 構 成 す る こ と が

で き る 。

　 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｅ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 １ の ス

リ ッ ト 部 １ ０ Ａ 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ｂ 、 引 き 裂 き 防 止 部 １ ０ Ｃ に 代 え て 、 第 １ の ス リ

ッ ト 部 ５ １ ０ Ａ 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ 、 上 記 第 １ 変 形 例 と 同 様 の 引 き 裂 き 防 止 部 １

１ ０ Ｃ を 備 え る 。 以 下 、 上 記 実 施 形 態 と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 第 １ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ａ は 、 上 記 実 施 形 態 の 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ と 同 様 に 構 成 さ

れ た 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ と 、 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ の 遠 位 端 に 形 成 さ れ た 孔 部 ５ １ ０ ａ と を 備 え る 。

　 孔 部 ５ １ ０ ａ は 、 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ の 遠 位 端 に お い て 、 シ ー ス ３ の 外 周 面 ３ ｃ か ら 図 示 略

の 第 １ ル ー メ ン ７ に 貫 通 す る 。

　 孔 部 ５ １ ０ ａ の 孔 形 状 は 、 滑 ら か な 凸 湾 曲 面 で 形 成 さ れ て い れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 例

え ば 、 孔 部 ５ １ ０ ａ の 孔 形 状 は 、 円 形 、 楕 円 形 、 卵 形 、 洋 梨 形 な ど で も よ い 。

　 本 変 形 例 で は 、 一 例 と し て 、 孔 部 ５ １ ０ ａ の 形 状 は 円 形 状 で あ る 。 孔 部 ５ １ ０ ａ の 直 径

Ｄ ４ （ 周 方 向 の 幅 ） は 、 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ １ よ り も 大 き い 。

　 第 １ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ａ は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 第 １ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ａ の 周 方 向

先 端 面 １ １ ｃ 、 １ １ ｃ の 間 の 隙 間 が 、 上 述 の ス リ ッ ト 幅 を 形 成 す る よ う に 変 化 し て 形 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ は 、 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で の ス リ ッ ト 幅 ｗ ｆ が 、 Ｗ ６ か ら Ｗ

８ （ た だ し 、 Ｗ ６ ＜ Ｗ ８ ≦ Ｄ ３ ） ま で 漸 次 変 化 す る ス リ ッ ト 部 分 で あ る 。

　 円 孔 部 ５ １ ０ ａ 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ 、 お よ び 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ は 、 長 手

方 向 に 延 び る 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ の 中 心 軸 線 と 同 軸 上 に 配 置 さ れ て い る 。

　 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 、 第 ２ の フ ラ ッ プ 部 １ １ Ｂ の 周 方 向

先 端 面 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ の 間 の 隙 間 が 、 上 述 の ス リ ッ ト 幅 を 形 成 す る よ う に 変 化 し て 形 成 さ

れ て い る 。
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【 ０ ０ ９ ８ 】

　 本 変 形 例 の 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｅ に よ れ ば 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ と 同 様 に 、 内 視

鏡 装 置 １ ０ ０ と と も に 用 い る こ と に よ っ て 、 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ た 後 、 結 石 除 去 な ど の

た め に 、 他 の 処 置 具 と 迅 速 に 交 換 す る こ と が で き る 。

　 そ の 際 、 内 視 鏡 処 置 具 １ Ｅ は 、 上 記 実 施 形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ の 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０

Ａ と 同 様 の 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ の 遠 位 端 か ら よ り 遠 位 側 に 向 か っ て 、 円 孔 部 ５ １ ０ ａ 、 第 ２ の

ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ 、 お よ び 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 。

　 上 記 第 ４ 変 形 例 で は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 １ ０ Ａ の 近 位 端 の 縮 幅 部 ４ １ ０ ｂ に よ っ て ス リ

ッ ト 幅 が 漸 次 縮 径 し た 後 、 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ に よ っ て 漸 次 拡 径 す る こ と に よ っ て 、 ガ イ ド ワ

イ ヤ ８ ０ を 相 対 移 動 す る 際 の 抵 抗 力 量 が 変 化 し た 。

　 本 変 形 例 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 定 幅 部 ５ １ ０ ｂ か ら 円 孔 部 ５ １ ０ ａ に 相 対 移 動 す る

こ と に よ っ て 、 抵 抗 力 量 が 低 下 し た 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ に

移 動 す る 。 こ の た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ の 近 位 端 を 通 過 す る

際 に 、 抵 抗 力 量 が 急 に 増 大 し て か ら 、 漸 次 抵 抗 力 量 が 減 少 し て い く 。

　 こ の よ う な 抵 抗 力 量 の 変 化 に よ り 、 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 円 孔 部 ５ １ ０ ａ を 通

過 し て 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ の 近 位 側 に 相 対 移 動 し た こ と を 感 知 で き る 。 抵 抗 力 量 の

急 増 を 感 知 し た 操 作 者 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ に 進 入 し 、 第 ２

の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ の 終 端 部 に 近 づ い た こ と が 分 か る た め 、 シ ー ス ３ の 移 動 速 度 を 減 速

し た り 、 シ ー ス ３ を 停 止 し た り す る こ と が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 さ ら に 、 上 記 第 ４ 変 形 例 の 拡 幅 部 ４ １ ０ ａ と 同 様 に ス リ ッ ト 幅 ｗ ｆ が 拡 径 す る 第 ２ の ス

リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ で は 、 ス リ ッ ト 幅 ｗ ｆ が 第 １ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ａ の ス リ ッ ト 幅 よ り は

狭 い 。 こ の た め 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ に は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ａ に 比 べ れ ば

、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 相 対 移 動 を 制 動 す る 作 用 が あ る 。

　 た だ し 、 操 作 者 に よ っ て は 抵 抗 力 量 が 減 少 す る こ と で 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 ５ １ ０ Ｂ の 範

囲 で シ ー ス ３ の 移 動 を 停 止 で き な い 場 合 も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 で も 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部

５ １ ０ Ｂ の 遠 位 端 に は 、 上 記 第 １ 変 形 例 と 同 様 の 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ が 形 成 さ れ て い

る 。 こ れ に よ り 、 万 一 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 引 き 裂 き 防 止 部 １ １ ０ Ｃ に 衝 突 し て も 、 応 力

集 中 な ど に よ っ て 衝 突 部 位 か ら 亀 裂 が 走 る こ と も な く 、 衝 突 部 位 か ら シ ー ス ３ が 破 損 す る

こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 な お 、 上 記 実 施 形 態 お よ び 各 変 形 例 の 説 明 で は 、 内 視 鏡 処 置 具 が 、 第 １ の プ リ カ ー ブ 部

お よ び 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部 か ら な る プ リ カ ー ブ 部 を 有 す る 場 合 の 例 で 説 明 し た が 、 プ リ カ

ー ブ 部 は 、 単 一 の 曲 率 半 径 を 有 し て い て も よ い し 、 曲 率 半 径 が 異 な る ３ つ 以 上 の プ リ カ ー

ブ 部 に 分 か れ て い て も よ い 。

　 さ ら に 、 内 視 鏡 処 置 具 は 、 プ リ カ ー ブ 部 を 有 し て い な く て も よ い 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 上 記 実 施 形 態 お よ び 各 変 形 例 の 説 明 で は 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 の ス リ ッ ト 幅 は 、 等 幅 も し

く は 、 先 端 部 の 一 部 を 除 い て 等 幅 の 場 合 の 例 で 説 明 し た 。 す な わ ち 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 は

、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 の 基 端 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト ま で 連 続 し て 延 ば さ れ て い る 例 で

説 明 し た 。

　 し か し 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 は 、 先 端 部 と 基 端 部 と の 間 に 、 複 数 の 拡 幅 部 を 有 し て い て い

て も よ い 。 さ ら に 、 こ れ ら 拡 幅 部 は 、 周 方 向 の 幅 が ガ イ ド ワ イ ヤ の 外 径 よ り も 大 き い 開 口

部 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な 開 口 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 挿 入 口 と し て 用 い る

こ と が で き る 。

　 こ の よ う に 、 第 １ の ス リ ッ ト 部 の ス リ ッ ト 幅 は 、 こ れ ら の 開 口 部 に よ っ て 不 連 続 に な っ

て い て も よ い 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 上 記 実 施 形 態 お よ び 各 変 形 例 の 説 明 で は 、 第 ２ の ス リ ッ ト 部 が 、 シ ー ス の 長 手 方 向 に 延

び る 中 心 軸 線 に 沿 っ て 第 １ の ス リ ッ ト 部 と 同 軸 に 形 成 さ れ て い る 例 で 説 明 し た 。 し か し 、
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第 ２ の ス リ ッ ト 部 は 、 中 心 軸 線 に 沿 っ て 蛇 行 す る 形 状 に 形 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 ガ

イ ド ワ イ ヤ の 相 対 移 動 に 際 し て 、 抵 抗 力 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 お よ び 各 変 形 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 形

態 お よ び 各 変 形 例 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 構 成 の 付

加 、 省 略 、 置 換 、 お よ び そ の 他 の 変 更 が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 本 発 明 は 前 述 し た 説 明 に よ っ て 限 定 さ れ る こ と は な く 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に

よ っ て の み 限 定 さ れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ０ ４ 】

１ 、 １ Ａ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ 、 １ Ｄ 、 １ Ｅ 　 内 視 鏡 処 置 具

３ 　 シ ー ス

３ ａ 　 遠 位 端

３ Ａ 　 細 径 部

３ ｂ 　 近 位 端

３ Ｂ 　 太 径 部

３ ｃ 　 外 周 面

４ 　 プ リ カ ー ブ 部

４ Ａ 　 第 １ の プ リ カ ー ブ 部

４ Ｂ 　 第 ２ の プ リ カ ー ブ 部

７ 　 第 １ ル ー メ ン （ ガ イ ド ワ イ ヤ ル ー メ ン ）

７ ａ 　 内 周 面

８ 　 入 口 部 （ ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 入 ポ ー ト ）

１ ０ Ａ 、 ５ １ ０ Ａ 　 第 １ の ス リ ッ ト 部

１ ０ Ｂ 、 ２ １ ０ Ｂ 、 ３ １ ０ Ｂ 、 ４ １ ０ Ｂ 、 ５ １ ０ Ｂ 　 第 ２ の ス リ ッ ト 部

１ ０ Ｃ 、 １ １ ０ Ｃ 、 ４ １ ０ Ｃ 　 引 き 裂 き 防 止 部

１ １ ａ 、 １ １ ｂ 、 １ １ ｅ 、 １ １ ｆ 　 フ ラ ッ プ 部

１ １ Ａ 　 第 １ の フ ラ ッ プ 部

１ １ Ｂ 　 第 ２ の フ ラ ッ プ 部

１ １ ｃ 、 １ １ ｄ 、 １ １ ｇ 、 １ １ ｈ 　 周 方 向 先 端 面

１ ５ 　 第 ２ ル ー メ ン

２ ０ 　 第 ３ ル ー メ ン

３ ０ 　 ナ イ フ ワ イ ヤ

３ ４ 　 切 開 部 （ 処 置 部 ）

４ ０ 　 操 作 部

８ ０ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ

１ ０ ０ 　 内 視 鏡 装 置

１ ０ ８ 　 切 開 シ ス テ ム

３ １ ０ ａ 　 第 ２ の 縮 幅 部

３ １ ０ ｂ 、 ５ １ ０ ｂ 　 定 幅 部

３ １ ０ ｃ 　 第 １ の 縮 幅 部

４ １ ０ ａ 　 拡 幅 部

４ １ ０ ｂ 　 縮 幅 部

５ １ ０ ａ 　 円 孔 部

Ｍ 　 マ ー ク

Ｐ Ｖ 　 十 二 指 腸 乳 頭

Ｓ 　 結 石
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜治疗设备，当护套通过护套的狭缝从导
丝中取出时，操作者可以轻松地感知到护套狭缝末端部分的接近。溶解
情况：内窥镜治疗装置包括：护套3，其具有细直径部分3A和粗直径部分
3B，其中切口部分34设置在细直径部分3A处，并且入口部分8设置在粗
直径部分3B处，并且具有导线管腔开口于细径部3A的前端，形成于其内
部;一对第一折翼部分，沿护套3的纵向延伸形成，并形成第一切口部分
10A，导线可从该第一切口部分10A中取出;一对第二翼片部分在它们之
间隔开的间隙处彼此面对，该间隙比第一切口部分10A的切口宽度窄，并
形成第二切口部分10B，导线可从该第二切口部分10B取出，其功率更大
而不是从第一切口部分10A取出的切割图。图4
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